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二枚貝類外套腔に棲息する橈脚類
Ostrincola koe の宿主鰓 片に よ る殻外飼育
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Laboratory Rearing of Ostrincola koe (Copepoda, Cyclopoida), an 
Associate of Marine Pelecypods, Using the Gills 
of a Host Clam as Food
Yoshio KO and Kazuma YOSHIKOSHI
 The second through fifth copepodids of Ostrincola koe Tanaka, 1961, were 
reared from July to December in beakers containing approximately 500 ml (in 
summer) or 300 ml (in autumn and winter) of natural sea water using the gills 
of a host clam, Tapes (Amygdala) philippinarum as food. Temperature varied
from 20.6 to 28.0℃, Out of 33 individuals of the second through fourth
 copepodids, 20 individuals molted two or three times. Living for 58 days, a 
female fourth copepodid molted two times into an adult and produced four 
clutches of eggs. 
 It is evident that these copepods could grow, mature and produce eggs under 
this rearing condition.
Ostrincola koe Tanaka, 1961は アサ リ等数種1)の 浅海底棲二枚 貝類 の外套腔 に見 出 され,ア サ リ中に
は周年棲息 する2)。 本種 はそ の遊泳脚 が良 く発達 しているため水中 を頗 る敏捷 に遊泳 ・移動 する。体長 は雌の
成体 で約1.2㎜,雄 の成 体で約1.0㎜ である。その腸管 は生時 には緑 色 であ るので,ア サ リ中に出現す る他 の
同様 に運動 力の大 きいCyclopoida 目の3種 ( Conchyliurus quintus, Modiolicola bifida, Lichomol-
gus inflatus) 1)3)と の判 別 は,生 時 には 肉 眼 に よ って も容 易 で あ る。先 に 著 者 の1人,高 は ア サ リを 宿 主
と して の本種 の飼育 を行 ったが4),本 報では本種 の コペ ボデ ィットをアサ リの切離 した鰓片 とともに粗瀘 過
海水中で飼育 した結果 を報告 する。従来,寄 生性橈 脚類 では宿主 を用 いての飼育 が Mytilicola intestinalis
5)6)7),イカ リムシ8)等 の種 で行 われ たが,宿 主の体 の一部 を餌料 と して水中で行 った橈脚類 の飼育 の例 はない
よ うである。今回 の飼育の 目的 の一 つは,食 性 を推定す る資料 を得 るために宿主 の鰓 への本種の依 存性 を確 か
めるこ とであったが,飼 育 した結果,宿 主の切離 され た鰓片 だ けに依存 して成長 し,ま た生殖 も可能 である こ
とが明 らか となった。
材料および方法
長崎市鹿尾川川 口で採集 したアサ リか ら当 日或 いは翌 目に本種 の第2乃 至第5期 コペボデ ィットを取 り出 し,
個体認 識が可能 なよ うに発育段階 の異な った数個 体 を1組 とす る。夏季 には500mlビ ー カーに,低温期には300
mlビ ー カーに粗瀘過海水 を八分 目程度 入れて,生 きたアサ リの鰓 上腔部で切離 した片側 の内外鰓 と共に コペボ
デ ィッ トの1組 を収容 した。飼育水 と して綿瀘 過 した塩素量約19‰ の海水 を使 用 し,高 温時 には水道水による
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対照個体 およびアサ リの鰓 片以外 の軟体部 と接 触 した個体 では2回 以上脱皮 した個体が1個 体 もない こと,
すべて の個体 が3～4日 後 には著 し く不活発 になったことによって,こ れ らの飼育条件 では全 くか或いは極 く
少量 しか食物が摂 取できず成長 は期待 されないことが明 らかであ る。若干 の個体 に11可 だけの脱皮が 見られた
が(Table1),そ の脱皮 の多 くは飼育閏始後1～2目 目に起 って おり,こ れ らの個体 では恐 ら く採集前に既
に脱皮の準備 が完 了 していたものと椎定 され,脱 皮 のために食餌 の摂取 が必要 であった とは考 えられない。然
し,2個 体だけは飼育 開始 か ら夫 々4日 および5日 後 に脱皮 して いるので(夫 々脱皮後1日 および7日 後 に斃
死),或 いは若干量 の食餌 が摂取 され たものか も知れ ない。仮に摂 取 され た として も,水 中或 いは鰓以 外の軟
体部 に存在す る食物が本種 によって摂取 され得 る量 は極 めて僅かであ り,多 くの個体で は脱皮 はおろか,生 命
を維 持す るに も足 りない量 である もの と認 められる。なお,飼 育 開始後 の生 存 日数 の平均値は対照個体 で7.8
日(16個 体)で あ り,外 套膜,水 管,粘 液塊 を与 え られ た個体で は夫 々8.8目(8個 体),93日(8個 体)
および8.5日(8個 体)で あって,対 照飼 育条件 と鰍 以外の宿主の軟体部 を与 えた場合 の飼育条件 との間に,
本種 の摂 取 し得る食餌 の存在量 に関 しては殆 ん ど差異 がないもの と推定 され る。
本種の鰓 による飼育 の場合 の各発育段 階経過 目数(Table2)は,ア サ リを宿主 に用 いた飼育実験で観 察さ
れ た値 の最小値4)(雌の 第4期 が4日,第5期 が3目,雄 の第4期 が1～2日,第5期 が2目)と 近似の値で
ある。今回の飼育水温 は最 高 ・最低 の差 が大 きく,両 者 の飼育 におけ る結果 を比較 するこ とには難点 があ るが,
少 な くとも大差 はない と推定 され,宿 主 を用いての飼育 と宿主 を用いずその鰭片 だけを与 えた飼育 との問 に,
発育 日数の点で著 しい差異 はない もの と考 えられ る。
本種 を飼育す る場 合の飼育方法 ・観察方法 についての留意すべ き事項 については既 に述 べたが,そ のほか コ
ペ ボ デ ィ ッ トの衰弱 を防 ぐため にそれに対する観 察時間 を成 るべ く短 か くす ることも重要 である。また,虫
体 が切離鰓 片の鰓上腔 部か ら鰓の鰍葉 間水路内に侵 入することが再 々あ り,そ の際 には鰓葉 を切開す るこ とが
必要 である。なお,水 路 へ侵入 した個体 は長時間そ こに滞留 して も,水 中に出れば頗 る活発 であ り,  Alyicola
 metisiensis 11)の雌 が恐 らく鰓葉 問水路 中で摂餌 している と考 えられ るように,本 種 も水路 中へ侵入 した場合
にはそ こで摂餌 してい る可能性 がある。
今回の飼育実 験の結果,明 らかにされ たこ とは,粗 炉過海 水中で もアサ リの切離 した鰍片 が与 えられれば,
少な くと も第3期 コペボデ ィッ ト以後 の本種の幼生は充分 に成長 ・変態 して成体 とな り,生 殖巣 が成熟 して産
卵 を行 うことがで きること,雌 では2ケ 月以上 の生存 も可能 であるこ と,ア サ リの他 の軟体部(外 套膜,水 管
および切離 鰭片か ら水中へ遊離 した粘液塊)で は成 長す ることが困難 である とい うこ とである。従 って,本 種
はアサ リの外套腔 中に棲息す る天然 の状態で も,宿 主のアサ リの鰓 に依存 して栄養 を摂取 し生活 しているもの
と推 定 され る。 な お, Conchyliurus quintus にお いて も,切 離 したアサ リの鰍片 を用 いた飼 育に よって2回
以上 の脱皮 が可能 であ り交尾 ・産卵 も行 われ た(未 発表)。
要 約
アサ リの外套腔 に周年棲息す る Ostrincola koe (Cyclopoida) の コペ ボ デ ィ ッ ト幼 生40個 体 を1970年7
月 か ら12月 までアサ リの切離 した鰓片 と共に海水 中で飼育 した。
1.第2乃 至第4期 コペボデ ィッ ト33個体の うち,2回 以上の脱 皮 を行 った個体は20個 体(雌8個 体,雄11
個体)で あ り,そ の うち9個 体 は3回 の脱 皮を行 った。他 に,7個 体の第5期 コペボデ ィッ トの うちの6個 体
が1回づ つ脱皮 して成体 とな った。
2.対 照個体 におい ても,ア サ リの外套膜,水 管お よび鰓 か ら遊離 した粘液塊 を夫 々与 えて飼 育 した個体 に
おいて も,2回 の脱皮 を行 った個体 は1個 体 もな く,多 くは無脱皮 の まま斃死 し,若 干個体 が1回 の脱皮後 に
斃死 したが,す べての個体 は飼育後3～4日 で甚 だ衰弱 した状態 とな った。
3.鰓 片 を与 えて飼育 された雌 の第4期 コペボデ ィッ ト1個 体 は2回 の脱皮の後に成体 とな り,交 尾後4回
の産卵 を行 って飼 育開始後59日 目に斃死 した。
4.以 上の結果 によって本種 はアサ リの外套腔 を離れ ても,ア サ リの切離鰓 片に よって充分 に発育 ・変態 ・
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生殖 を行い得 ること,2ケ 月 の生 存が可能であ ることが明 らか とな り,天 然 で も宿主 のアサ リの鰓に依存 して
生活 してい るもの と推定 され た。
本研究 に当って,有 益 な示唆 と懇切な指導 とを賜 わった東京大学教授 日比谷 京博士 および東京大学 名誉教
授 大島泰雄博士 に厚 く御礼 申 し上 げる。
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